
場 所……銀天エコプラザ 参加費……各回 300 円 
（問合せ：銀天エコプラザ ☎0836-39-8110） 

 

第９号 

 
４月 

「世代間の対話～混迷の現代をどう生きる」 
第１回 ４月１２日(木） 19：00～20：30 

（浮田正夫）

このシリーズの狙いと、今求められる、環境倫理の必要性

について、考えるところをまとめ、青年に語りかけます。 
（５月は 5/10の予定） 

環境サロン  

http://www.ubekuru.com 

うべっくる 検 索 

銀天エコプラザ 

環境サロンは、いま何

をやっているかな？ 

３つのブログで展示やイベント、

講座などをレポート。施設の日常

もわかりますよ。 

学習室には 
環境に関する本も
あるんだね。 

読んでみよう。 

イベントカレンダー 

「自転車のまちづくり」 
 

新しいテーマのサロンが始まります 

いろんな行事が 
あるね。 

第４回 ４月１８日(水） 19：00～20：30 

（石井隆） 

環境首都ドイツのフライブルグを例として、環境にやさしい

交通まちづくりについて考えます。 
（５月は 5/9、5/23の予定） 

さまざまな切り口から身の回りの環境について考えていく連続講座です。 

１回のみの参加も歓迎です。お気軽にご参加ください。 
 



  

会の活動は、 

１、宇部市近郷での探鳥会や探鳥旅行 

２、宇部市内の鳥類調査（常盤湖、小野湖、霜降山） 

３、シギ・チドリ＆ガン・カモの全国一斉調査 

４、八代のツルねぐら整備 

５、学校や各種団体への野鳥観察指導 

などを行っています。 

ご関心のある方、ご参加され 

たい方は事務局までご連絡く 

ださい。 

事務局   崖 登司之 

  ℡ 090-1357-5762 

環境活動団体紹介コーナー 

宇部野鳥保護の会 
宇部野鳥保護の会は、「自然環境の破壊によって、私たちの生

活の周辺からなじみ深い生き物たちが姿を消しつつある状態

は、これを放置すれば人の心を損なうばかりでなく、民族文化

の荒廃にもつながりかねません。今こそ私たち人間がこれらの

ことに思いをいたし、自らの責任において自然環境の回復・保

全に努めるべきときであると考えます。」このような趣旨から野

鳥の保護を通じて郷土の自然環境保全に努めるべく、昭和 52

年5月に発足しました。 

私達と一緒に自然の中へ出かけて、自然の素晴らしさと仕組

みを知り、自然と人との共存の大切さを感じる事で、きっと素

晴らしい感動と発見があります。 

宇部市まちなか環境学習館 銀天エコプラザ
〒755‐0045 山口県宇部市中央町二丁目 11 番 21号 

交通手段 ＪＲ宇部線：「宇部新川駅」徒歩 7 分 

宇部市営バス：「宇部中央バス停」徒歩 3分 

駐車場 無し (近隣の有料駐車場等をご利用ください) 

TEL/FAX 0836-39-8110    E‐mail  info@ubekuru.com 

開館時間 9時～21時 

休館日  毎週火曜日、年末年始（12 月 29日～１月３日） 

宇部新川駅 

銀天エコプラザ 

ＴＵＴＡＹＡ 

宇部市役所 

すき家 

ジョイフル 

東京三菱 
ＵＦＪ銀行 

岡本医院 

CoCo壱番屋 

ANA クラウンプラザ 

ホテル宇部 

マンガ倉庫 ローソン 

ローソン 

スーパーホテル 
Ｃｉｔｙ宇部 

国道 190 号 

真  

締  

川 

「宇部中央」バス停 

ホテル河長 
西京銀行 

セイタカシギ 

環境なんでも相談室では、環境に

関する皆さまの質問・疑問、御相

談に、銀天エコプラザのスタッフ

が直接またはメールで応じます。

ご提案も受け付けます。お気軽に

お尋ねください。 

メールでのお問い合わせは宇部市環境

学習ポータルサイト「うべっくる」の問

い合わせフォームよりお願いします。 

♪ スタッフのつぶやき ♪ 
新年度がスタートです。 

顔なじみになった学生さん

たちの姿が見えなくなるのは

少しさびしいですが、新しい場

で生き生きと新生活を始めら

れていることでしょう。 

本年度も学習室へ、環境サロ

ンへ、イベントへ、ミーティン

グルームご利用へ、まちなか環

境学習館へ足をお運びくださ

い。お待ちしております。（Ｆ） 

環境ミニコラム 

小野湖と小野の大切さ（５） 

＜水源地を守るための活動＞ 
私たちは、水、空気（酸素）、食べ物なくして生きることは出来ません。 

では、このような私たちが生きるために欠かすことの出来ないものはどこで、どのように作

られているのでしょうか？ 森林は炭酸ガスを吸収し、酸素をつくることにより空気をきれい

にします。また降った雨を蓄えると共に海を豊かにします。私たちの食卓を見ると多くの食材

が中山間地の里山や農村地帯から供給されています。まちなかの人々は、生きるために必要な

水、空気（酸素）、食べ物すべてにつき里山や農村地帯の恩恵を受けており、里山なくしては、

生きていけないと言っても過言ではありません。しかし多くのまちなかの人はこのことを認識

していません。 

日本の森林の４０％は人工林が占めています。人工林は放置すると荒廃します。しかし中山

間地では高齢化と過疎化に加え木材の価格低下等によりほとんど手当が出来ていません。その

結果どんどん荒廃が進んでいます。里山の農耕地についても同様のことが起こっています。こ

のままの状態を放置したならば、まちなかの人も里山の恩恵を受けることが出来なくなります。

まちなかの人がまずこのことを認識し、行動する必要があります。私達うべ環境コミュニティ

ー、宇部自然保護協会、宇部山岳会、宇部野鳥保護の会、小野湖の水を守る会は、体験にてこ

のことを特にまちなかの人に認識してもらうため、地元農家の人達と一緒に次のような活動を

行っています。 

里山の休耕田の草刈り、ソバ、菜種、れんげ、スイカなどの栽培、まちなかの人のための農

園の開設、また、２３年度には、まちなかの１８家族と共に、親子で田植え、草取り、稲刈り、

餅つきと一連の活動を体験しました。述べ約３５０人の方の参加を頂きました。 

２４年度も、           

きれいな みどり・水・空気に囲まれて 

自然の恵み体験隊” 
家族で自然の恵みと大切さを学びませんか！ 

 

を計画し、現在参加者を募集しています。このような活動が、水源地を産業廃棄物処分場から

守るため最も有効と考えています。                     津島 榮 

        連絡先：０９０－７３７５－５８０１         


